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＜経済情勢と国の予算編成＞ 
●内閣府発表の１月の月例経済報告により

ますと、我が国の経済の先行きは、「我が

国の経済状況は、一部に足踏みが残るも

のの、緩やかな景気回復を見せています。

今後も、雇用情勢や所得環境が改善する

中で、各種政策の効果により、回復が続く

ことが期待されていますが、海外景気の

下振れや、物価上昇、今後のアメリカ合衆

国の政策動向、中東地域等をめぐる情勢、

金融資本市場の変動等の影響に留意する

必要があり、依然として予断を許さない

状況が続いています。 

●令和７年度の国家予算 

【主な内容】 

・官民連携のもとでの「ＡＩ‧半導体分野の

投資促進」や「ＧＸ投資促進」の実施 

・「こども未来戦略」に基づく子育て支援の

本格実施 

・「防衛力の抜本強化」の着実な実施 

・地方創生交付金の倍増等、重要政策へ予算

が重点的に配分 

・公務員‧教職員‧保育士の給与改善や物価

動向の反映を行い、政策的予算を適切に

確保 

・「経済財政運営と改革の基本方針 2024」に

基づき、経済‧物価動向等に配慮しながら、

これまでの歳出改革努力を継続する 

【一般会計予算】 

 予算規模は総額 115兆 5,400億円 

 （前年度当初予算に対し、約２兆 9,700億

円の増額の見込み） 

（歳出） 

・社会保障関係費は、経済・物価動向や高齢

化伸び率に配慮し、前年度比 5,600 億円

の増 

・地方交付税交付金等は、約１兆 3,000 億

円の増 

（歳入） 

・税収が約８兆 8,000億円の増 

・借金にあたる新規の国債の発行額は、前年

度より６兆 8,000億円減 

 

 

＜地方財政＞ 
令和７年度の国の地方財政対策では、地

方の安定的な財政運営に必要となる一般財

源の総額について、６年度の水準を下回ら

ないように実質的に同水準を確保するとし

ています。また、臨時財政対策債の発行額を

平成 13年度の制度創設以来初となるゼロと

しています。 

歳入では、地方特例交付金、地方債を減額

する一方、地方税、地方譲与税、地方交付税、

国庫支出金を増額しました。 

歳出では、令和６年度の人事院勧告に伴

う常勤職員・会計年度任用職員に係る給与

改定、自治体施設の光熱水費・施設管理の委

託料の増加分が措置され、地方公共団体が

安定的に財政運営を行うことができるよう

配慮がされました。 

●令和７年度の予算規模 

・総額で約 97兆円 

（前年度比 3.6％、約３兆 4,000億円の増） 

・地方交付税総額は、約 19兆円 

（前年度比 1.6％、約 3,000億円の増） 

 

 

＜令和７年度予算の重点事項＞ 
令和７年度予算は、物価高騰対策を継続

しながら、今後も変化を続ける社会に迅速

かつ柔軟に対応しつつ、第６次総合計画に

掲げる主要施策の実現に向け、各種施策を

展開します。 

重点ポイントは、「子どもの元気と学びの

力」、「安全で安心なまちづくり」、「共に支え 

あえる地域づくり」「環境共生・ＧＸの推進」

の４点を掲げて取り組みます。 

 

１．「子どもの元気と学びの力」 

【安心して子育てできる環境整備】 

・妊娠、出産、子育てに関する各種相談や健
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診などを行う母子保健機能と、子どもへ

の虐待事案や特定妊婦など支援を必要と

する方への対応を行う児童福祉機能を一

体化したきめ細かい支援を実施するため、

「飯島町こども家庭センター」を設置 

・全ての子どもたちが、未来に希望を持ち、

自己肯定感の醸成と地域の人や社会と関

わる力を育み、子どもらしく安心して過

ごすことができる教育支援センターとし

て「飯島町子ども第三の居場所」の整備 

【子育て世帯への支援】 

・自宅で育児をされる家庭への支援として、

在宅育児支援金制度の創設 

・学校給食費の一部補助 

・中学校入学準備品の一部助成 

・日常英会話の支援、キャリア教育の推進を

継続 

【国民スポーツ大会の準備】 

・「信州やまなみ国スポ」に係る柏木運動場

整備に着手 

・大会の受け入れ体制の準備を進めるため、

実行委員会組織の立ち上げ 

 

２．「安全で安心なまちづくり」 

【防災力の充実】 

・災害対策基本法の改正や南海トラフ地震

を始めとする大地震、頻発する豪雨災害

など変化する災害状況に対応するため、

地域防災計画の改訂・更新を実施 

・タイムラインの策定（防災行動計画） 

【消防団の充実】 

・第１分団第１部の車両更新 

・消防団員が消防団車両を運転するために

必要な準中型免許の取得費用の助成 

・団員間の連携と連帯感を図るため、消防団

が企画・実施する交流会開催の支援等に

より、団員確保や団組織を強化 

 

３．「共に支え合える地域づくり」 

【母子保健事業の充実】 

・低所得者の妊婦に対して、保険適用となら

ない妊婦の初回受診料を助成 

・医学的な理由で遠方の分娩取扱施設へか

からなければならない妊婦に対する交通

費や宿泊費の助成 

・子どもの出生に対して出産祝い金を創設

し、経済的支援・地域全体で支えるための

子育て世帯支援を充実 

【福祉・健康増進の取り組み】 

・グループホーム事業者へ町が家賃を助成

することで低所得利用者の経済的負担を

軽減 

・居場所づくり、まちかどベンチの設置によ

り、高齢者やその家族等も安心して地域

で生活できる施策を実施 

 

４．「環境共生・ＧＸの推進」 

環境共生の推進は、脱炭素、生物多様性の

醸成、リサイクルの推進の３本柱で取り組

みます。 

【生物多様性の取り組み】 

・「生物多様性いいじま戦略」および「飯島

町版レッドリスト」の策定に向けた町内

の希少種の分布や生息状況調査の実施 

・ミヤマシジミを始めとする希少な動植物

の生息地の荒廃を防ぎ、生息環境を回復

させるための施策を、町・住民・事業者が

それぞれの役割で取り組むことで「命へ

の共感に満ちたまちづくり」を推進 

 

以上、４つのポイントと、その他、多くの

課題や住民要望にも総合的に対応するため、

各種事業を展開します。 

 

 

＜予算規模の概要＞ 
令和７年度の各会計の予算概要 

●一般会計 

 65億 4,500万円 

 （前年度比８億 6,500万円、15.2％の増） 

●国民健康保険特別会計 

約８億 7,900万円 
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（前年度比約 5,400万円、5.8％の減） 

保険給付費の減を見込み減額 

●後期高齢者医療特別会計 

約１億 8,900万円 

（前年度比約 200万円、1.2％の増） 

保険料率の改定に伴う広域連合納付金

の増により増額 

●介護保険特別会計 

約 11億 4,000万円 

（前年度比約 1,000万円、0.9％の増） 

高齢化率の上昇による保険給付費の増 

により増額 

●水道事業会計 

約４億 2,200万円 

（前年度比約 3,000万円、6.5％の減） 

  老朽配水管布設替え工事と配水池の耐

震二次診断調査を実施 

●下水道事業会計 

約９億 3,300万円 

（前年度比約 700万円、0.7％の増） 

  適正な維持管理を継続 

 

◆６会計の合計予算規模 

約 101億 1,000万円 

（前年度比約８億円、8.6％の増） 

 

 

＜一般会計の歳入の概要＞ 
●町税 

・町民税は 12.4％の増 

 （税制改正による増） 

・固定資産税は 0.5％の増 

（家屋の新築等による増） 

・町税全体は、前年度比約 5,600万円の増 

●地方譲与税・各種交付金・地方交付税 

・地方譲与税と各種交付金 

 全体で約 5,600万円の増 

・地方交付税 

 普通交付税、特別地方交付税は 4.1％の増

を見込み、全体では前年度比 8,700 万円

の増 

●国庫支出金 

前年度比 81.7％、約３億 2,500万円の増 

 （町道上ノ原幹線・昭和通り線等の「社会

資本整備総合交付金」や役場情報シス

テムの標準化・共通化に係る「デジタル

基盤改革支援補助金」等の増） 

●県支出金 

 前年度比 68.6％、約２億 3,800万円の増 

 （柏木運動場整備に係る「国民スポーツ大

会市町村競技施設整備費補助金」等の増） 

●繰入金 

前年度比 23.8％、約 8,000万円の増 

 （重点事業を始め各事業の財源不足を補

うため） 

●町債 

前年度比約 8,100万円の増 

 （柏木運動場整備に係る一般事業債や社

会資本整備総合交付金の公共事業等債

の増） 

 

 

＜施策の概要＞ 
第６次総合計画に基づく基本構想別の事業 

 

第１ 『住民と行政の創合力による 

安全で安心なまちづくり』 

●Ｊ-ＡＬＥＲＴ（ジェイアラート）、県の衛

星系防災無線の設備更新 

●住民や事業者がインターネット上で正確

かつ迅速にインフラ情報や防災対策につ

いて閲覧ができる公開型ＧＩＳ（地理情

報システム）の整備 

 

第２ 『美しく快適な暮らしの環境を

将来へつなぐ』 

●飯島町カーボンニュートラル実行計画に

基づき、再生可能エネルギーの導入を推

進するため、町が専門的知見を持つ事業

者から技術的支援や制度設計の構築に関

するサポートを受け事業推進体制を強化 
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●生活環境の向上対策として、特定の飼い

主のいない地域猫や多頭飼育の猫に対す

る去勢手術・避妊手術補助制度を創設 

 

第３ 『誰もが健康で居場所と出番が 

あり共に支え合える地域づくり』 

●高齢者の補聴器購入費助成事業の拡充 

 （対象者の非課税要件を、世帯ではなく本

人とし、助成金額を増額） 

●健康増進の場として好評の「フレイル予

防教室」の開催数とコースの拡充により

健康寿命を延伸 

 

第４ 『地域特性を生かした産業の 

創造と振興のまちづくり』 

●長野県の伴走支援を受け、「地域複合営農

（組織営農）」をベースに、３年をかけて、

農業農村の維持・活性化を目指す「輝く農

山村地域振興事業」の取り組みに着手 

●町の農業農村活性化計画「地域複合営農

への道Ⅴ（パートファイブ）」の後期計画

を策定 

●道の駅田切の里の移動販売車事業の終了

に伴い、新たに移動販売事業を行う民間

事業者への運行経費の支援を実施 

●日曽利地区と島河原地区の圃場整備は、

引き続き、県やＪＲ、地元との調整を図り

ながら計画的に事業を推進 

 

第５ 『暮らしを支える強靭で快適な 

ライフラインの創造』 

●町道関連は、社会資本整備総合交付金事

業により、上ノ原幹線や鳥居原横断線な

どの道路改良工事や高尾原北線の道路舗

装補修工事のほか、七久保地区のＪＲ新

田第一踏切の周辺箇所の改良工事の実施 

●河川関連では、大雨による越水が心配さ

れている北河原・中平地区の古川の改修

工事を実施 

●住宅施策は、住宅の瓦屋根の点検経費の

助成制度を創設し、耐震化対策を推進 

第６ 『魅力向上で住みたい・住み 

続けたい地域づくり』 

●観光関連は、傘山第一展望台へトイレの

追加設置 

●ｉｉネイチャー春日平は、地域おこし協

力隊を活用しながら町・民間企業の官民

連携で運営 

●出会い・婚活推進事業は、飯島町を移住先

として結婚相手を見つけていただく「移

住婚」に重点を置いたイベントを実施 

●自治組織の在り方については、関係者を

含めた検討組織を立ち上げ、将来的な方

向性を検討 

 

第７ 『子どもの元気』と「学びの力」 

でいきいき豊かな暮らし 

●保育園業務支援システムの導入により、

児童の登降園や保護者との連絡等をアプ

リ上で行い、保護者の利便性の向上と業

務を効率化 

●ＡＬＴを２名体制に増員し、保育園児か

ら中学生までの英語教育の充実を図り、

国際理解教育を推進 

●生涯学習関係では、指定避難所でもある

本郷公民館の長寿命化と環境改善を図る

ため、屋根や外壁等の改修工事を実施 

●飯島陣屋の活性化を図るため、利便性の

高い場所へ駐車場を確保 

 

第８ 『将来像を実現する想像力にあ

ふれた行政基盤づくり』 

●令和８年４月の運用に向け、飯島町第６

次総合計画の改定を進めるとともに、国

のまち・ひと・しごと創生長期ビジョンや

国勢調査結果等と整合を図りながら、飯

島町人口ビジョンの改訂を進めます。 

 

 

＜むすびに＞ 
第６次総合計画の５年度目にあたり、折

り返し地点の年となります。 
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町の将来像実現のため、「つなぐ」力で、

だれ一人取り残さない、「こどもからお年寄

りまで、生き生きと安全で豊かに暮らす予

算」として編成しました。 

厳しい財政状況ではありますが、各事業

の進捗状況を確認し、検証を行いながら効

果的な事業実施に取り組み、飯島町の美し

い自然に育まれた生活環境を守りながら、

10 年先の町の姿を見据え、将来の世代に引

き継ぐため、人への投資や官民連携を更に

推し進め、住民が安全安心で住み続けられ

るまちづくりを着実に推進します。 

引き続き、物価高騰対策を図りつつ、住民

の皆様の暮らしを守り、幸福度が高まるよ

うな施策の展開を適切な時期に実行するこ

とが、町民の皆様に信頼される行政運営で

あると考えます。 

町民の皆様からの負託と信頼に応えるべ

く、全職員が行動力を発揮し、一丸となって

全力で行財政運営に取り組みます。 


